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　愛知大学三遠南信地域連携研究センターは、2004
年 10 月に設立され、「文部科学省私立大学学術研究高
度化推進事業・社会連携（平成 17 年度～ 21 年度）」、「文
部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業・地域
に根差した研究（平成 22 年度～ 24 年度）」、豊橋技
術科学大学との共同研究「県境を跨ぐエコ地域づくり
戦略プラン（文部科学省特別教育推進連携融合事業（平
成 22 年度～ 24 年度））」、「文部科学省共同利用・共
同研究拠点事業 / 越境地域政策拠点（平成 25 年度～
31 年度）」と、競争的経費獲得によるプロジェクト研
究を実施してきた。設立から 13 年が経過し、諸機関
のご支援の下に多分野の研究と機関連携を積み重ねて
きた。「越境地域政策研究拠点」の認定も５年が経過
し、残すところ 1 年となっている。5 年目の 2017 年
度は、従来の拠点研究に加えて、本センターの直接研
究対象である三遠南信地域の第 2 次地域連携ビジョン
策定への協力を行った。以下に、5 年間の活動概要を
まとめ、2019 年度以降を展望する足掛かりとしたい。
　まず、本拠点の目的に対する進捗状況である。本拠
点の目的「越境地域政策の科学的な確立」に対して、
Ⅰ . 各越境地域の研究機関による政策実態の抽出、Ⅱ . 越
境地域計画コア（以下計画コア）・越境地域モデルコア
（以下モデルコア）・越境地域情報プラットフォームコ
ア（以下情報コア）」での分野別共同研究、Ⅲ . 共同研
究等の研究交流により、有効性の高い越境地域政策モ
デルを構築するとしている。
　具体的進捗について述べると、Ⅰ . 政策実態の抽出は、
主として公募研究 44 件によってなされており、Ⅱ . 分
野別共同研究では公募研究と共に公募によらない基盤
研究 50 件がある。Ⅲ . 研究交流は、本センターで開催
する越境地域研究フォーラム 5 回、その他のシンポジ
ウムや研究会であり、全国の越境地域において開催す
る研究会も 16 回となっている。
　第 2 に越境地域政策研究に関連する研究コミュニ
ティの形成であり、全国の各越境地域における研究交
流、研究コミュニティの形成を目指してきた。その表
れとして公募研究 44 件には 127 機関が含まれており、
研究機関種別として大学 52、シンクタンク 15、行政
28、その他 32 と広がりをみせており、地域別にも東北 6、
関東 28、中部 55、近畿 11、中四国 10、九州 10、海外
7 機関となっている。
　第 3 にコア別の研究テーマを示す。計画コアでは、「越
境地域のガバナンス」、「越境地域の地域維持と創発」、
モデルコアでは、「越境地域の経済モデル」、「越境地域
の空間モデル」、情報コアでは「産業データ整備」、「防
災データ整備」、「基盤データ整備」に関する研究を進
めてきた。各コア研究の総合化として、三遠南信地域
におけるビジョン策定を位置づけており、2017 年度に
そのスタートが切れたと考えている。さらに社会実験
となる政策応用面の研究促進、研究コミュニティの工
学等異分野への拡大、東アジアを対象とした国際的な
比較研究などの課題を残している。
　次に 2017 年度の活動を、1. 研究者コミュニティ開発、
2. 共同研究、3. 共同研究の基盤整備に分けてまとめて
おきたい。
1.　研究者コミュニティ開発：越境地域政策研究フォー
ラム（2017 年度）を実施、「地域マネジメントと空間情報」
をテーマに、基調講演ならびにシンポジウムを実施した。
5 分科会（越境地域のガバナンス、越境地域の防災減災
と情報支援、地理学的視点からみる越境地域、越境地域
と人材育成、越境地域と歴史・文化）を開催し、全体で
26 題の研究発表を行った（51-120 頁参照）。また、研究
コア（越境地域計画コア、越境地域モデルコア、越境情
報プラットフォームコア）が個別に行う研究会、コア研
究会の開催、ブックレット「三遠南信地域のすがた」刊
行を行っている。
2.　共同研究：公募研究としては、越境地域政策に関
する一般共同研究が 9 件、各地域において研究基盤を
形成するための地域間交流研究 1 件を採択（122-136 頁
参照）しており、研究対象地域でのシンポジウムも適
時開催している。
3.　共同研究の基盤整備：海外大学との協定に基づく
共同研究に関連して、内蒙古大学との共同研究会、研
究者の長期滞在研究の受け入れを行った。
巻　頭　言
愛知大学　三遠南信地域連携研究センター長
戸田敏行
